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 一緒に築こう
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国 労 東 日 本 No.860

サービスレベルの
低下があたり前に

将来不安から
離職・要員不足

国
労
東
日
本
本
部
は
、
２
月
10
日
に
新
橋
交
通
ビ
ル

に
お
い
て
、
第
41
回
拡
大
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
鉄
採
用
世
代
が
エ
ル
ダ
ー
に
ほ
ぼ
移
行
し
、
Ｊ

Ｒ
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
、
重
要
な
時
期
の
委
員

会
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
は
彦
田
副
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
議
長
に

は
新
井
委
員
（
東
京
・
八
王

子
）
が
、
副
議
長
に
は
藤
井

委
員
（
新
潟
）
が
選
出
さ
れ

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

来
賓
の
福
田
弁
護
士
か
ら

は
、
安
保
法
制
違
憲
訴
訟
の

取
り
組
み
、
横
浜
ノ
ー
ス
ド
ッ

ク
へ
の
米
軍
揚
陸
艇
配
備
へ

の
懸
念
、
黒
沼
さ
ん
ア
ス
ベ

ス
ト
裁
判
の
判
決
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
国
労
本
部

岩
元
書
記
長
か
ら
は
組
織
拡

大
、
24
春
闘
、
ロ
ー
カ
ル
線

問
題
、
平
和
と
民
主
主
義
の

問
題
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

運
動
・組
織
・財
政
を

引
き
継
い
で
い
こ
う

１
点
目
は
、
安
全
安
定
輸
送

の
確
立
と
働
く
者
の
安
全
を
守

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

大
会
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
進
め

る
構
造
改
革
、
前
倒
し
で
進
め

る
効
率
化
施
策
や
固
定
費
の
削

減
の
足
元
で
発
生
し
て
い
る
、

一
歩
間
違
え
れ
ば
大
惨
事
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
事
象
に
つ
い

て
報
告
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
申
し
入
れ
を
提

出
、
そ
の
交
渉
が
開
催
さ
れ
、

再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
求
め

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
１
月
23
日
、

上
野
～
大
宮
間
の
新
幹
線
架
線

垂
下
事
故
が
発
生
。
復
旧
に
あ

た
っ
た
作
業
員
が
感
電
事
故
で

受
傷
す
る
２
次
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
原
因
究
明
と
対
策
を

求
め
る
緊
急
の
申
し
入
れ
を
提

出
し
て
お
り
、
今
後
、
交
渉
の

中
で
グ
ル
ー
プ
会
社
・
関
係
会

社
含
め
た
全
社
員
が
安
心
し
て

働
け
る
環
境
整
備
、
労
働
条
件

の
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

２
点
目
は
「
24
春
闘
に
つ
い

て
」
で
す
。

労
使
の
共
通
の
課
題
認
識
は

「
い
か
に
賃
上
げ
の
勢
い
を
中

小
企
業
に
波
及
さ
せ
る
か
」
と

の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

23
春
闘
で
は
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
お

い
て
は
２
０
０
０
円
の
賃
上
げ
、

さ
ら
に
警
備
会
社
な
ど
は
最
低

賃
金
の
調
整
の
み
が
行
わ
れ
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
内
に
お

い
て
業
務
委
託
し
て
い
る
企
業

へ
の
賃
上
げ
は
必
須
の
課
題
と

い
え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
員

の
賃
上
げ
は
も
と
よ
り
関
係
会

社
社
員
の
労
働
条
件
引
き
上
げ

に
向
け
、
労
務
費
の
適
正
な
価

格
転
嫁
の
で
き
る
環
境
整
備
を

業
務
発
注
側
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

求
め
る
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
は
、
本
部
・
全

国
貨
物
協
と
し
て
１
万
７
千
円

の
要
求
、
国
労
東
日
本
と
し
て

協
約
締
結
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

会
社
の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
・
Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ

Ｔ
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と
の

相
談
の
う
え
で
決
定
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
、

今
年
は
夏
季
手
当
交
渉
も
同
時

に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
全

社
員
へ
の
還
元
、
ベ
ア
・
生
涯

賃
金
の
底
上
げ
か
ら
「
人
へ
の

投
資
」
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の
組
合

未
加
入
者
の
思
い
「
声
な
き
声
」

を
い
か
に
集
約
す
る
か
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
全
組
合
員
が
参
画
し
、

本
社
交
渉
を
支
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

本
部
よ
り
３
月
５
日
に
開
催

す
る
中
央
総
行
動
の
指
示
が
発

信
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
か
ら

の
諸
行
動
と
合
わ
せ
集
中
し
た

取
り
組
み
を
訴
え
ま
す
。

３
点
目
は
、
組
織
強
化
・
拡

大
と
組
織
の
戦
線
整
備
に
つ
い

て
で
す
。

昨
年
８
月
の
大
会
に
て
、
次

世
代
の
皆
さ
ん
に
過
度
な
負
担

を
か
け
な
い
機
関
運
営
と
、
Ｊ

Ｒ
世
代
の
横
の
連
携
、
そ
し
て
、

所
属
会
社
と
向
き
合
う
た
め
の

戦
線
整
備
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
今
後
の
国
労
東
日
本
本
部

『
組
織
の
在
り
方
』
と
規
約
改

正
（
案
）
に
つ
い
て
」
を
正
式

提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
の
大
会
ま
で

を
「
規
約
改
正
」
討
議
期
間
と

し
て
の
周
知
と
と
も
に
、
細
部

は
書
記
長
会
議
に
て
議
論
を
深

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
成
案

が
整
い
次
第
お
示
し
を
し
ま
す
。

現
在
、
本
部
よ
り
組
合
員
へ

新
た
な
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
共
有
化
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
の
組
合

運
営
の
観
点
か
ら
も
点
在
す
る

組
合
員
と
の
つ
な
が
り
は
労
働

組
合
の
生
命
線
で
も
あ
り
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
混
迷
を
深
め

る
国
内
外
情
勢
「
戦
争
で
き
る

国
づ
く
り
」
と
「
憲
法
改
悪
」

に
向
け
た
動
き
に
対
し
て
「
平

和
と
民
主
主
義
」
を
取
り
戻
し
、

改
憲
阻
止
、
反
基
地
、
反
原
発

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
や
、

「
地
方
ロ
ー
カ
ル
線
」
問
題
な

ど
、
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
困
難
な
状
況
が
続
き

ま
す
が
、
９
地
本
本
部
の
団
結

と
委
員
の
真
摯
な
討
論
に
て
、

当
面
す
る
闘
争
方
針
を
確
立
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、

東
日
本
本
部
執
行
員
会
を
代
表

し
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

た
。
ま
た
、
組
合
員
の
減
少

で
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
届
き
に

く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
ア
プ
リ
を
使
っ

た
情
報
交
換
で
、
組
織
強
化
・

拡
大
を
め
ざ
す
取
り
組
み
の

訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

方
針
提
案
で
は
、
24
春
闘

の
ほ
か
、
安
全
問
題
、
離
職

増
加
か
ら
の
要
員
不
足
問
題
、

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
、
組
織
強

化
・
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
、
平
和
と
民
主
主
義
の
問

題
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
の
発
言
か
ら
も
、
24

春
闘
で
の
大
幅
賃
上
げ
に
向

け
た
取
り
組
み
、
「
変
革
２

０
２
７
」
に
よ
る
職
場
の
状

況
、
離
職
・
要
員
不
足
の
状

況
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
劣
悪

な
労
働
条
件
、
組
織
拡
大
へ

の
取
り
組
み
、
新
幹
線
架
線

ト
ラ
ブ
ル
に
代
表
さ
れ
る
安

全
問
題
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
報

告
が
さ
れ
、
ま
た
、
昨
年
の

大
会
で
東
日
本
本
部
が
提
案

し
た
２
地
本
へ
の
統
合
を
柱

と
し
た
、
組
織
再
編
の
取
り

組
み
も
多
く
の
委
員
か
ら
発

言
さ
れ
ま
し
た
。

働き続けられない
エルダー職場

委
員
長
あ
い
さ
つ

（
全
文
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

議長

新井委員(八王子)

副議長

藤井委員(新潟)

2024年2月29日
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●
佐
藤
敏
幸
委
員
・
神
奈
川

地
区
本
部

ユ
ニ
オ
ン
建
設
大
船
出
張

所
で
レ
ー
ル
や
分
岐
器
の
検

査
を
し
て
い
る
。
平
均
月
６

回
の
夜
勤
で
線
路
検
修
責
任

者
か
線
路
閉
鎖
責
任
者
に
従

事
。
打
ち
合
わ
せ
や
申
請
の

書
類
作
成
で
一
日
中
Ｐ
Ｃ
に

向
か
う
時
も
あ
り
、
目
が
疲

れ
、
非
番
で
も
な
か
な
か
熟

睡
で
き
な
い
。
あ
と
４
年
働

け
る
か
心
配
。
昨
年
同
期
が

「
も
う
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
」

と
退
職
。
出
向
先
の
労
働
条

件
改
善
を
求
め
る
。

神
奈
川
地
区
本
部
で
は
、

運
動
・
組
織
・
財
政
を
無
理

な
く
引
き
継
ぐ
た
め
、
東
・

貨
物
・
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
Ｊ
Ｒ
採

用
組
合
員
に
執
行
部
に
入
っ

て
も
ら
い
、
分
会
組
織
も
21

分
会
に
再
編
し
た
。

２
地
本
体
制
の
提
案
に
つ

い
て
は
重
要
な
事
項
で
、
当

該
地
本
だ
け
で
な
く
、
各
組

合
員
や
各
級
機
関
も
一
緒
に

な
っ
て
進
め
て
ほ
し
い
。

●
早
川
委
員
・
東
京
支
部

組
織
減
少
・
社
員
置
き
去

り
の
会
社
施
策
で
仲
間
が
い

な
く
な
り
孤
立
も
。
少
数
で

も
「
同
じ
考
え
の
仲
間
」

「
会
っ
て
愚
痴
が
言
い
合
え

る
」
こ
と
で
心
の
支
え
に
な

る
の
が
労
働
組
合
の
存
在
。

国
労
は
組
合
員
の
居
場
所
。

組
合
事
務
所
を
残
し
て
集
ま

る
場
所
を
確
保
し
、
組
織
・

運
動
・
財
政
を
若
手
に
継
承

す
る
決
意
を
要
請
す
る
。

昨
年
賃
金
改
善
も
物
価
上

昇
に
追
い
つ
か
ず
。
先
輩
の

退
職
も
目
立
ち
、
同
期
３
人

も
退
職
。
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。
今
春
闘
は
、
削
ら
れ

た
係
数
２
と
満
額
を
勝
ち
取

る
た
め
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
背

景
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
が
出
向
に

出
さ
れ
、
本
体
に
技
術
力
と

知
恵
が
残
ら
な
い
。
ま
た
、

出
向
先
の
労
働
条
件
が
過
酷
。

客
貨
一
体
・
グ
ル
ー
プ
会
社

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
は
、

健
康
被
害
に
対
す
る
裁
判
を

取
り
組
み
中
で
３
月
に
判
決
。

和
解
協
議
で
も
Ｊ
Ｒ
は
否
定

的
な
態
度
。

●
秋
山
委
員
・
仙
台
地
本

宮
城
県
支
部
の
方
が
65
歳

以
降
の
雇
用
継
続
を
求
め
て

裁
判
中
。
国
労
本
部
に
「
組

合
員
資
格
」
の
承
認
申
請
中
。

慢
性
的
要
員
不
足
の
中
で
、

希
望
者
の
87
％
は
雇
用
延
長

さ
れ
る
が
、
宮
城
県
支
部
役

員
の
雇
用
継
続
拒
否
が
続
く
。

そ
れ
で
も
一
般
組
合
員
は
ほ

ぼ
雇
用
継
続
に
な
り
、
取
り

組
み
の
成
果
。

県
内
で
30
駅
が
窓
口
廃
止
。

現
地
調
査
、
街
頭
宣
伝
、
チ

ラ
シ
配
布
、
ア
ン
ケ
ー
ト
ハ

ガ
キ
を
実
施
。
多
く
の
方
が

私
た
ち
の
運
動
に
理
解
を
示

す
。
お
客
様
の
９
割
は
「
サ
ー

ビ
ス
低
下
」
と
回
答
。
今
後

の
運
動
に
つ
な
げ
る
。

エ
ル
ダ
ー
出
向
の
労
働
条

件
改
善
に
出
向
先
と
の
団
体

交
渉
が
で
き
る
よ
う
に
要
請

す
る
。

本
部
の
賃
金
・
生
活
実
態
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
今
春
闘

の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
組
合
員
の
生

要
求
額
は
３
８
６
８
５
円
。

物
価
高
で
生
活
実
態
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
。
ス
ト
ラ
イ
キ

を
配
置
し
て
要
求
獲
得
へ
。

●
初
山
委
員
・
大
宮
地
区
本

部
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
北
戸
田
駅
。
一

人
勤
務
。
深
夜
だ
け
他
駅
か

ら
助
勤
者
が
く
る
。
会
社
は

遠
隔
シ
ス
テ
ム
で
問
題
無
い

と
い
う
が
、
実
際
に
は
事
故
、

遅
延
、
お
客
様
ト
ラ
ブ
ル
、

急
病
人
、
車
い
す
な
ど
負
担

は
大
き
い
。
特
に
早
朝
時
間

帯
に
起
こ
さ
れ
る
の
は
つ
ら

い
。
窓
口
閉
鎖
で
社
員
の
券

売
機
案
内
も
多
く
、
事
務
室

を
離
れ
て
い
る
時
に
何
か
あ
っ

て
も
、
運
行
状
況
が
分
か
ら

な
く
な
る
。
指
令
は
一
人
勤

務
駅
の
事
を
考
慮
し
て
い
な

い
の
で
は
。
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
負
担
も
大
き
い
。

大
宮
地
区
本
部
で
は
、
大

宮
工
場
支
部
、
宇
都
宮
支
部

を
閉
鎖
。
31
分
会
を
、
大
宮

地
域
分
会
と
宇
都
宮
地
域
分

会
の
２
分
会
に
統
合
。
Ｊ
Ｒ

採
用
組
合
員
も
分
会
を
担
い
、

国
鉄
採
用
者
が
周
り
を
固
め
、

分
会
運
動
を
支
え
る
。

●
阿
部
委
員
・
盛
岡
地
本

４
月
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
建
設

一
ノ
関
に
出
向
中
で
施
工
・

管
理
、
線
閉
責
任
者
、
保
守

用
車
責
任
者
を
や
っ
て
い
る
。

出
向
者
は
２
連
夜
は
あ
る

が
、
プ
ロ
パ
ー
社
員
は
最
長

５
連
夜
の
仕
事
も
あ
る
。
一

人
当
た
り
の
業
務
量
が
増
え

て
い
て
、
支
社
人
事
課
に
Ｊ

Ｒ
か
ら
の
出
向
を
増
や
し
て

と
要
請
す
る
が
難
し
い
。

本
体
エ
ル
ダ
ー
の
方
に
話

を
聞
く
と
、
人
数
減
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
な
ど
ハ
ー
ド
面
で

補
っ
て
い
る
状
態
。
若
い
社

員
は
業
務
研
究
を
や
ら
さ
れ

て
、
現
場
に
出
な
い
。
パ
ー

ト
ナ
ー
会
社
と
の
横
の
繋
が

り
も
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

話
が
つ
な
が
ら
な
い
人
が
増

え
て
い
る
。

組
織
再
編
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
が
い
な
く
な
っ
て
い

る
中
、
隅
々
ま
で
見
て
い
け

る
体
制
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

●
保
泉
委
員
・
高
崎
地
本

新
幹
線
架
線
ト
ラ
ブ
ル
と

感
電
事
故
。
作
業
員
は
体
に

も
心
に
も
大
き
な
傷
が
残
る
。

会
社
に
安
全
対
策
へ
の
追
及

を
。会

社
は
「
柔
軟
な
働
き
方
」

と
称
し
て
労
働
密
度
を
濃
く

し
て
い
る
。
若
手
社
員
の
不

安
か
ら
の
離
職
。
ア
ン
テ
ナ

を
高
く
し
て
情
報
を
つ
か
も

う
。
職
場
代
表
者
選
挙
を
通

じ
て
労
働
組
合
の
必
要
性
を

訴
え
よ
う
。
１
月
に
は
恒
例

の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
社
員
も
参
加
。
今
後
も

交
流
を
続
け
て
い
く
。

組
合
員
資
格
継
続
を
求
め

て
い
る
問
題
。
65
歳
で
の
雇

用
問
題
は
、
国
労
組
織
に
か

か
わ
る
全
国
の
問
題
で
あ
る
。

駅
の
無
人
化
・
窓
口
閉
鎖
。

設
備
関
係
職
場
で
も
コ
ス
ト

削
減
・
周
期
延
伸
。
安
全
と

サ
ー
ビ
ス
の
追
及
を
。
ロ
ー

カ
ル
線
問
題
で
は
、
大
衆
行

動
の
取
り
組
み
を
。

（
そ
の
他
24
春
闘
、
平
和

と
民
主
主
義
の
問
題
に
つ
い

て
発
言
）

●
嶋
田
委
員
・
千
葉
地
本

若
年
層
が
「
仕
事
に
魅
力

を
感
じ
な
い
」
と
離
職
が
目

立
つ
。
西
船
橋
保
線
区
で
は
、

新
採
者
や
若
手
社
員
と
「
語

る
会
」
を
開
催
し
、
組
合
の

必
要
性
を
訴
え
た
。
今
年
が

正
念
場
。
分
会
組
織
の
再
編

後
も
若
手
社
員
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
。

６
月
か
ら
エ
ル
ダ
ー
で

「
出
向
先
は
警
備
か
清
掃
し

か
な
い
」
と
言
わ
れ
る
。
過

酷
な
労
働
環
境
の
所
が
多
く
、

「
中
小
企
業
な
の
で
、
年
休

を
取
ら
な
い
で
ほ
し
い
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
。
問
題
解

決
に
向
け
、
取
り
組
み
の
強

化
を
。

京
葉
線
の
快
速
問
題
が
あ
っ

た
が
、
利
用
者
の
意
見
に
耳

を
傾
け
ず
、
ト
イ
レ
や
時
計
、

窓
口
を
廃
止
。
今
の
Ｊ
Ｒ
に

公
共
性
の
考
え
は
な
い
。
街

頭
宣
伝
も
計
画
し
、
組
合
の

考
え
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

●
坂
本
委
員
・
長
野
地
本

昨
年
12
月
の
東
の
組
織
交

流
会
は
連
絡
が
十
分
に
回
ら

ず
不
参
加
に
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

横
の
つ
な
が
り
強
化
を
。

分
会
大
会
に
お
い
て
、
貨

物
会
社
の
「
助
役
が
足
り
ず
穴

埋
め
が
で
き
な
い
」
「
若
年
退

職
増
大
の
原
因
究
明
と
対
策

を
」
と
要
員
不
足
に
対
す
る

発
言
や
「
会
社
が
買
っ
て
く

れ
ず
、
自
分
で
用
意
す
る
」

「
年
末
の
差
し
入
れ
は
、
信

州
ロ
ジ
は
あ
っ
た
が
、
貨
物

会
社
は
無
か
っ
た
」
な
ど
の

徹
底
し
た
経
費
節
減
の
話
も
。

ま
た
「
年
齢
上
昇
の
速
度

に
組
織
再
編
が
追
い
つ
か
な

い
」
「
役
員
の
負
担
が
大
き
く

ス
リ
ム
化
賛
成
」
「
機
関
運

営
を
担
う
人
数
が
足
り
な
い
」

「
今
ま
で
通
り
の
運
動
は
無

理
」
な
ど
の
意
見
。
今
後
の

不
安
で
国
労
を
辞
め
た
方
も

出
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

「
や
は
り
国
労
は
必
要
」
と

い
う
気
持
ち
の
仲
間
も
い
る
。

党
派
の
時
代
は
や
め
、
次
世

代
が
運
動
し
や
す
い
、
機
関

の
整
理
・
統
合
を
大
胆
に
。

●
佐
藤
賢
一
委
員
・
東
京
支

部
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
職
場
は
要
員
不

足
が
深
刻
。
年
休
が
入
ら
ず
、

休
み
た
い
人
は
突
発
す
る
し

か
な
い
。
買
い
上
げ
し
な
け

れ
ば
勤
務
が
組
め
な
い
。
一

時
は
65
歳
以
上
の
契
約
は
し

な
か
っ
た
が
「
頼
む
か
ら
残
っ

て
く
れ
」
と
言
わ
れ
る
。
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
駅
で
も
窓
口
閉
鎖
や
、

そ
れ
に
伴
う
異
動
も
あ
る
が
、

組
合
へ
の
提
案
・
交
渉
は
あ

る
の
か
。
会
社
と
対
峙
し
、

支
店
と
の
交
渉
も
穴
を
あ
け

て
ほ
し
い
。

若
手
組
合
員
の
脱
退
が
続

き
「
ど
う
し
て
相
談
し
て
く

れ
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う

思
い
が
あ
る
が
「
本
音
で
話

し
合
っ
て
い
な
い
」
何
か
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。
ど
う
信
頼

関
係
を
築
く
か
が
問
わ
れ
る
。

取
手
駅
で
山
宮
さ
ん
が
加

入
し
た
が
、
今
は
国
労
組
合

員
一
人
。
そ
の
中
で
も
仲
間

を
増
や
そ
う
と
奮
闘
中
。

「
東
労
組
の
時
代
に
、
国
労

の
人
が
親
身
に
な
っ
て
く
れ

た
。
自
分
が
今
の
職
場
で
で

き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
」

と
頑
張
っ
て
い
る
。

各
委
員
か
ら
の
発
言

2024年2月29日
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●
小
泉
委
員
・
水
戸
地
本

職
場
で
切
実
な
声
を
聞
き
、

世
話
役
活
動
を
継
続
し
て
き

た
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
土
浦
管
区
で

は
、
３
年
前
ま
で
国
労
が
社
員

代
表
を
し
て
い
た
が
、
若
手
を

育
て
る
た
め
職
場
代
表
に
擁

立
し
、
国
労
は
安
衛
委
員
と

し
て
サ
ポ
ー
ト
に
回
っ
て
き

た
。
今
年
は
女
性
社
員
を
擁
立

し
支
え
て
い
く
。
国
労
を
ア

ピ
ー
ル
し
な
が
ら
職
場
改
善

に
つ
な
げ
る
。

水
戸
で
は
11
の
会
社
に
出

向
し
て
い
る
。
組
合
員
が
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
出

向
社
員
交
流
会
を
企
画
。
設

備
分
会
で
は
全
員
が
集
ま
る

の
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
第

一
歩
に
す
る
。

地
本
再
編
の
提
起
を
受
け
、

「
あ
と
数
年
の
間
で
運
動
を

ど
う
継
承
す
る
か
」
と
現
状

を
直
視
し
、
現
体
制
を
確
立

し
た
。

●
佐
藤
智
恵
美
委
員
・
秋
田

地
本職

場
を
ど
う
に
か
し
た
い

と
秋
田
地
本
の
交
渉
委
員
を

引
き
受
け
た
。
12
月
に
秋
田

統
括
セ
ン
タ
ー
設
置
で
交
渉
。

営
業
統
括
セ
ン
タ
ー
設
置
以

降
の
職
場
の
窮
屈
さ
、
働
き

に
く
さ
、
統
率
の
難
し
さ
、

職
場
の
ギ
ス
ギ
ス
感
、
引
継

ぎ
の
難
し
さ
な
ど
の
弊
害
を

訴
え
た
。
営
業
現
場
で
は

「
車
い
す
対
応
失
念
」
「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
発
車
標
入
力
ミ
ス
」
な

ど
事
象
が
連
発
し
て
い
る
。

大
曲
駅
で
は
要
員
不
足
で

副
長
も
冬
季
対
策
の
泊
ま
り

要
員
に
。
副
長
は
転
轍
機
も

踏
切
も
把
握
し
て
お
ら
ず
、

列
停
に
す
ら
対
応
で
き
な
い
。

わ
か
ら
な
い
事
は
「
誰
か
詳

し
い
人
に
聞
い
て
」
と
い
う
。

副
長
へ
の
グ
チ
を
聞
く
の
は

国
労
組
合
員
。
年
休
を
申
し

込
め
な
い
要
員
不
足
。
理
由

は
様
々
だ
が
離
職
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
。
一
人
で
も

多
く
国
労
の
活
動
に
共
感
を

し
て
く
れ
る
仲
間
を
増
や
し
、

ゆ
と
り
を
勝
ち
取
っ
て
い
き

た
い
。

各
委
員
か
ら
の
報
告
か
ら

も
分
か
る
通
り
、
こ
れ
ま
で

の
技
術
継
承
が
ど
う
な
る
の

か
、
新
た
な
業
務
が
や
り
切

れ
る
の
か
、
十
分
な
教
育
が

行
わ
れ
て
い
な
い
な
ど
不
安

の
声
が
大
き
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
企
画
業
務

も
含
め
、
職
名
と
の
整
合
性

や
低
賃
金
の
中
で
、
責
任
を

負
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
へ
の
疑

問
の
声
が
出
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

ま
た
、
統
括
本
部
化
が
進

め
ら
れ
る
中
で
、
乗
務
・
駅

業
務
・
企
画
業
務
な
ど
働
き

詰
め
の
状
況
や
業
務
に
集
中

で
き
な
い
状
況
。
不
慣
れ
な

業
務
に
よ
る
ミ
ス
や
ケ
ガ
が

出
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

１
月
23
日
の
新
幹
線
の
大
規

模
輸
送
障
害
や
復
旧
作
業
中

の
感
電
事
故
も
含
め
、
検
証

を
進
め
、
会
社
に
対
し
て
改

善
を
求
め
、
労
働
組
合
の
役

割
を
果
た
し
て
い
く
事
と
し

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
会
社
の
労
働
実

態
・
労
働
条
件
改
善
に
つ
い

て
も
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

賃
金
改
善
、
一
時
金
交
渉
に

合
わ
せ
て
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
制
度
、

職
場
の
改
善
に
つ
い
て
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
本
社
に
求
め
て
き
ま
し

た
。
多
く
の
若
手
社
員
が
退

職
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
、

会
社
と
し
て
の
体
質
や
労
働

条
件
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き

続
き
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。
他
グ
ル
ー

プ
会
社
に
つ
い
て
も
、
本
社
・

支
社
に
対
し
て
改
善
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
、
ワ
ン

マ
ン
化
問
題
に
つ
い
て
は
、

津
軽
線
、
米
坂
線
で
今
も
運

転
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
久
留
里
線
で
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
か
ら
の
申
し
入
れ
で

協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

東
日
本
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
こ
と
か
ら
本
部
・
地
方
、

そ
し
て
交
運
労
協
等
と
連
携

し
、
国
交
省
要
請
、
各
都
県

の
運
輸
局
要
請
等
を
行
い
、

地
域
公
共
交
通
を
守
る
立
場

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
に
は
戻
ら
な
い
こ

と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か

ら
厳
し
い
交
渉
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
21

年
度
に
半
減
さ
れ
た
所
定
昇

給
係
数
の
回
復
に
つ
い
て
も

求
め
て
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
賃
金
引
き

上
げ
に
見
合
っ
た
契
約
と
す

る
こ
と
も
引
き
続
き
求
め
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

夏
季
手
当
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
コ
ロ
ナ
前
の
月
数
以

上
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
視

野
に
、
３
．
０
ヶ
月
分
の
要

求
と
、
年
末
手
当
に
引
き
続

き
、
物
価
上
昇
分
へ
の
対
応

と
い
う
こ
と
か
ら
＋
５
万
円

を
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま

す
。貨

物
会
社
に
対
す
る
春
闘

要
求
に
つ
い
て
は
、
本
部
・

全
貨
協
が
確
立
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

現
在
、
賃
金
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
こ
の
取
り
組

み
が
交
渉
の
強
化
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
、

２
月
末
ま
で
の
取
り
組
み
の

強
化
を
強
く
要
請
し
ま
す
。

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
適
宜

発
行
や
Ｈ
Ｐ
の
活
用
、
本
部

が
提
起
し
て
い
る
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｇ
ア
プ
リ
」
へ
の
登
録
も

進
め
、
迅
速
な
情
報
提
供
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ

て
、
各
地
方
に
お
い
て
は
組

合
未
加
入
者
へ
の
共
有
・
宣

伝
、
掲
示
板
・
情
報
綴
り
の

活
用
強
化
等
、
創
意
工
夫
し

た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

各
委
員
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
坂
本
委
員
か
ら
組

織
の
再
編
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
世
代
に
負
担
が
な
い

よ
う
に
進
め
て
ほ
し
い
と
の

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

国
鉄
採
用
の
組
合
員
は
今

年
度
で
ほ
ぼ
全
員
が
退
職
を

迎
え
、
再
雇
用
と
な
り
ま
す
。

国
労
の
継
承
発
展
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
組
織
体
系
に
し

て
い
く
の
か
、
提
起
し
た
組

織
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議

論
を
進
め
、
地
方
本
部
の
設

置
箇
所
に
つ
い
て
は
次
期
大

会
で
の
承
認
を
経
て
、
Ｊ
Ｒ

世
代
採
用
組
合
員
が
活
動
し

や
す
い
体
制
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
は
、

労
働
組
合
へ
の
加
入
者
の
割

合
は
現
役
社
員
の
１
５
．
６

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
「
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
」
「
９
条
の
会
」
が

取
り
組
む
各
地
で
の
護
憲
運

動
・
平
和
運
動
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
来
た
る
総
選
挙
に

お
い
て
、
立
憲
野
党
の
候
補

者
当
選
に
向
け
全
力
で
支
援

し
ま
す
。

私
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
、

課
題
は
山
積
を
し
て
い
ま
す

が
、
９
地
本
本
部
が
団
結
し

て
運
動
の
前
進
を
図
っ
て
い

た
だ
く
事
を
お
願
い
し
、
第

41
回
拡
大
委
員
会
の
集
約
と

し
ま
す
。

第
１
９
４
回
拡
大
中
央
委

員
会
に
お
い
て
、
１
７
０
０

０
円
を
基
本
と
す
る
「
ベ
・

ア
」
を
求
め
る
要
求
を
含
め

た
「
統
一
重
点
要
求
10
項
目
」

が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

24
春
闘
は
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は
、

書
記
長
集
約

１
点
目
は
、「
安
全
・
安

定
」
輸
送
確
立
、
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
に
向
け
て
。

２
点
目
は
24
春
闘
に
つ

い
て
。

３
点
目
は
、
私
た
ち
の

最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織

強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
。

て
組
合
未
加
入
者
の
ほ
と
ん

ど
が
社
友
会
に
加
入
し
て
い

る
状
況
で
す
。

一
旦
失
っ
た
、
労
働
組
合

へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と

は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
賃
下
げ
へ
の
不
満
、

「
変
革
」
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
に
違
和
感
を
覚
え
、
自
ら

が
退
職
を
選
択
す
る
若
手
社

員
が
多
く
い
ま
す
。
社
員
に

寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
取
り
組

み
か
ら
「
声
を
上
げ
る
」
こ

と
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
加
入
し
た
取
手
駅
の

山
宮
さ
ん
の
例
か
ら
、
職
場

で
の
国
労
組
合
員
の
取
り
組

み
、
声
を
か
け
続
け
る
こ
と

が
拡
大
に
つ
な
が
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
発
言

や
取
り
組
み
に
学
び
、
出
来

る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま

す
。

最
後
に
政
治
闘
争
に
つ

い
て
。

職
場
過
半
数
代
表
者
選
挙

等
、
同
時
期
に
取
り
組
ま
れ

る
課
題
も
あ
り
ま
す
。
各
職

場
か
ら
未
加
入
者
等
の
声
も

反
映
さ
せ
、
信
頼
関
係
を
築

く
こ
と
も
組
織
拡
大
に
つ
な

が
る
こ
と
で
あ
り
、
組
合
員

一
人
一
人
が
意
識
的
に
動
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

本
部
か
ら
３
月
５
日
に

「
２
０
２
４
春
闘
勝
利
！
国

労
中
央
総
行
動
」
が
指
示
さ

れ
、
３
月
９
日
に
は
青
女
家

中
央
行
動
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

参
加
体
制
の
確
立
を
お
願
い

し
ま
す
。

2024年2月29日



今現在、各会社との間で交渉および
それに向けた取り組みが行われており、
それぞれの回答が出されるまでの間、
アンケートの取り組みを継続しています︕
みなさまのご協力よろしくお願いします︕

２４春闘・夏季手当アンケート継続中！

国 労 東 日 本 No.860

●生活実態の調査では「かなり苦しい」が21.4％、「やや苦しい」

が46％となっており、苦しいと感じているのは合わせて67.4％と

の結果になりました。

●月額の賃上げでは全体の平均で「25,418円」、夏季手当での要求

額は全体平均では3.14ヵ月が必要であるとの結果になりました。

●あなたの会社で不満に感じていることについては、「賃金、収入

が少ない」が83.5％、「仕事と賃金が見合っていない」が55％との

結果となっており、「賃金」に対しての不満が多くを占めている結

果となりました。

●組合未加入者への質問に対しては「組合費、カンパの負担が大き

いから」が47.3％、「加入するメリットが分からないから」が34.1

％、「活動に参加する時間が無いから」が31.9％との結果になって

おり、また、その他の自由記述の意見として「未だに組合差別があ

るのではないのかと不安」「魅力を感じる組合がない」「人数が少

ない組合が多く、力がないように感じる」との意見も頂いておりま

す。

未加入者に対して引き続き、必要性や重要性を分かりやすく丁

寧に継続して伝えていくことが大切であると分かりました。

２４春闘・夏季手当アンケート中間報告
①かなり苦しい ………… 21.4%

②やや苦しい …………… 46.0%

③まあまあだ …………… 28.6%

④ややゆとりがある ……   3.4%

⑤かなりゆとりがある …   0.3%

⑥わからない ……………   0.3%

あなたの生活実態
は次のうちどれに
該当しますか︖

【質問】

②46.0%

①21.4%

⑥0.3%
⑤0.3%

④3.4%

③28.6%

夏季手当は具体的に
何ヵ月分くらい必要
ですか︖

【質問】

ヵ月全体平均 … 3.14ヵ月

ＪＲ東日本
ＪＲ貨物
ＪＥＳＳ
 ＬｉＶｉＴ
その他

【会社別平均】
 … 3.2ヵ月
 … 2.99ヵ月
 … 2.99ヵ月
 … 3.2ヵ月
 … 2.88 ヵ月

【全体平均】 … 25,418円

ＪＲ東日本
ＪＲ貨物
ＪＥＳＳ
 ＬｉＶｉＴ
その他

【会社別平均】
 … 25,752円
 … 27,000円
 … 17,727円
 … 32,500円
 … 21,000円

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
それ以上

５万円
４万円
３万円
２万円
１万円
５千円

５千円未満 1.4%
5.4%

26.2%

26.5%
1.4%

2.4%
17.7%

19.1%

５千円未満 … 　1.4%
５千円 ……… 　5.4%
１万円 ……… 26.2%
２万円 ……… 19.1%
３万円 ……… 26.5%
４万円 ……… 　1.4%
５万円 ……… 17.7%
それ以上 …… 　2.4%

●
●
●
●
●
●
●
●

あなたは、
2024年春闘で月額
いくらの賃上げが
必要ですか︖

【質問】

②3.8%

①66.9％

③29.3%
①必要である …………… 66.9%

②必要ではない …………   3.8%

③どちらともいえない … 29.3%

労働組合未加入者の方に質問です。
組合は必要だと思いますか。

【質問】

組合費、カンパの負担が大きいから
加入するメリットが分からないから

活動に参加する時間が無いから
周囲に加入者がいないから

興味が無いから
どんな活動をしているか分からないから

その他
社友会（親睦会）で十分だから

労働組合未加入者の方に質問です。
なぜ労働組合に加入していないか理由を
教えてください。

【質問】

47.3%

34.1%

31.9%

15.4%

13.2%

12.1%

11.0%

4.4%
0% 10% 20% 30% 40% 50%

83.5%

21.9%

55%

21.1%

20.5%

20.2%

17.9%

13.7%

7.1%

4.8%

4.8%
0% 20% 40% 60% 80%

賃金、収入が少ない

仕事と賃金が見合っていない

仕事にやりがいがない

仕事がつらい、きつい

休日が少ない

昇進など将来の可能性がない

その他

残業が多い

2021年に所定昇給係数2が  
カットされた（JR東日本）

自分の能力や実績が
評価されない

職場の人間関係が
うまくいかない

あなたの会社で不満に感じていることを
教えてください。（複数選択可）

【質問】

2024年2月29日


